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音響管機器利用のご案内 

 

1. 機器利用の際の注意点 

音響管は、ライセンス制度対象機器となっております。 

利用にはライセンスセミナーの取得が必要です。 

ライセンスを取得されていない方は、ライセンス取得のためのセミナーをご受講ください。 

ライセンスはご利用者個人に対して発行されます。 

ライセンス受講の際は、測定されたい試料をご持参ください。 

 

 

2. 申込時に確認が必要な内容（※がついている項目は必須項目となります） 

➀利用者情報※ 会社名、住所、電話番号、利用者氏名、ライセンス取得済みの確認、見学の有無 

利用者氏名には、装置の操作を行う方のお名前をご記載ください。 

利用者氏名に記載の方が、ライセンス取得済みかどうかをご回答ください。 

ライセンス取得済みの場合、お客様番号もご記載ください（わからない場合は「不明」

とご記載ください）。 

見学の方は、見学者名の欄にお名前を記載ください。 

（ライセンスを取得されていない方・取得希望のない方の同席は見学のみとさせてい

ただいております。） 

➁利用内容※ ライセンスセミナー受講か、測定利用かをご回答ください。 

➂利用機器※ 測定可能な項目は、以下の 2項目です。 

・垂直入射吸音率（JIS A1405-2，ISO 10534-2，ASTM E1050） 

・垂直入射音響透過損失（ASTM E2611-24） 

管の径は 2種類あり、それぞれで測定可能な周波数範囲が異なります。 

・太管（直径 100mm）：100～1250Hz 

・細管（直径 29mm）：630～5000Hz 

項目・管径ともに複数選択可能です。 

また、当日最初に測定されたい項目・管径を併せてご回答ください。 

➃希望する利用日時

※ 

ご希望される日時を 3つ程度ご提示ください。 

なお、機器の空き状況によってはご希望の日時をご案内できない可能性がございま

す。 

利用可能時間は 9時～16時（お昼休み 12時～13時を除く）です。 

ライセンスセミナーの受講時間は 3時間のため、1日で 2人まで受講可能です。 
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➄支払い方法※ 弊センターは原則前払い制となっております。 

現金支払い、クレジットカード支払い、銀行振込、コンビニ支払い 

現金およびクレジットカードは利用日当日まで、銀行振込およびコンビニ支払いは、

利用日の 1営業日前までがお支払期限となります。  

➅撮影希望※ 敷地内および館内は撮影禁止です。 

測定試料（取付治具を含む）、測定装置等の撮影は、申込時の許可があれば撮影

可能です。 

許可取得時には撮影範囲と利用範囲を提示いただく必要がございます。 

撮影範囲（複数選択可）：測定試料（取付治具を含む）、音響管（測定装置） 

利用範囲：社内資料、お取引先まで、その他（具体的な範囲をご回答ください） 

なお、測定用コンピュータおよび測定画面は撮影禁止です。 

➆利用目的※ 以下のいずれかより 1つご回答ください。 

品質証明、品質管理、性能評価、製品開発、技術開発、事故関連、その他 

➇測定結果の利用用

途（回答任意） 

アンケート項目となります。 

ご回答いただいた内容は、弊センターのサービス向上に利用させていただきます。 

（回答例：顧客への説明資料、カタログ掲載用データ取得、法令対応 等 ） 

 

 

3. 相談フォームやメールでのお問い合わせ用テンプレート 

以下の内容を貼り付けてご利用ください。 

選択肢が用意されている項目については、該当しない項目を削除する形式でご回答ください。 

 

-------------------テンプレートここから------------------- 

➀利用者情報 

会社名： 

住所： 

電話番号： 

利用者氏名： 

ライセンス取得済みか：はい（お客様番号：      ）・いいえ 

見学：あり（見学者氏名：      ）・なし 

 

➁利用内容 

ライセンスセミナー受講・測定利用 

 

➂利用機器 

垂直入射吸音率・垂直入射音響透過損失 

太管および細管・太管のみ・細管のみ 

最初に測定する内容： 
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➃希望する日時 

第 1候補： 

第 2候補： 

第 3候補： 

 

➄支払い方法 

現金支払い・クレジットカード支払い・銀行振込・コンビニ支払い 

 

➅撮影希望 

撮影希望：あり・なし 

撮影範囲：測定試料（取付治具を含む）・音響管（測定装置） 

利用範囲：社内資料・お取引先まで・その他（      ） 

 

➆利用目的 

品質証明・品質管理・性能評価・製品開発・技術開発・事故関連・その他 

 

➇測定結果の利用用途 

 

-------------------テンプレートここまで------------------- 

 

以上 


